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22年間,途中で 2期を除 く9期 (各任期2年間)にわたり中総会主席の地位にあった｡戦r圧
戦後を通じて 彼は華商の生命と財産を 保護するために,常に タイ政府の 方針に協調 し,変転














住んだ｡彼は18才の時にタイ-単身渡航 し,ナコンパ トムにいた父と兄のもとで暮 らした｡彼



































部の中共派とホ一 ･チ ･ミン系ベ トナム人共産主義者が活動 していた｡
1937年に日中戦争が始まり日本軍が華商の郷土-南下するに伴い,東南アジア華南の間に抗








講ずるよう要請 した｡9)そこで政府は張をふ くむ運動指導者達を捕えたが,政府高官と 中総会
役員の裏面工作のおかげで張は罰金を支払う程度で釈放されたo彼は出所後も革新系の工友連














ロブブ リ (陸軍基地),サタヒープ (淘軍基地), コーラ- ト,ウボン,ワリンチTムラップ,
プ ラチュンブ リ (以上東部基地)を軍機保持立入禁止地域に指定 し,同地方の中国人に立退き
を命 じたO張主席はこれらの地方から引き揚げてきた同胞を自分が理事長を兼ねていた報徳一,:J.:一
堂 (在バ ンコク)に収容 し,かれら引揚者の/i活扶助費を募金 したolO)
当時申総会内部には抗 日派と和平派とが対立 していた｡1939年か ら江兆銘 (精衛)は広東語
放送を通 じて広東地方の休戦の-FTJ一能性を説 き, Lj華和平実現のための華商の協力を呼びかけて
いたoこれ らの放送にこたえて和平派は郷土の平和と家族の生活安定を- ｢1も早 く実現 したい
と願い,抗 日派はあ くまで抗単摘准続を唱えていた｡主席となった張は中総会会員の牲活安定を
考えで慎重な態度を保ちながら,タイ政府の外交方針を読みとろうとした｡11)
ところが政府部内で も抗 日と和平の両意見が開戦当日までまとまらなかった｡閣内で もア ド




1941年12月 8日午前2時 ごろ,11下奉文兵団の一部は南タイに上陸 しタイ軍 と交戦 した｡同
日早朝 ピブン首相と坪上大使 との問に日本軍のタイ領進駐に関する協定が成立 し,同首相は午
前 8時すぎ, ラジオ放送を通 じて交戦停止を命 じた｡翌 9日に第15軍 (飯田祥二郎中将の林集
団)がバンコクに進駐 し,11日には近衛師団 (西村中将)が到着,続いて第55師団 (竹内｢吊守
の楯兵団,後に仕兵団と改名),第33師団 (桜井中将の弓兵団)が ビルマ国境へと クーク,バ
ン ･メソ- トへ進軍 した｡ ランバ ン駐屯のタイ軍 も日本軍に呼応 してビルマのシャン州を占触
し,オンサ ン ･ラミヤンの率いる ビルマ独立軍 も鈴木司令官の指揮下に200名の同志を組織 し













































た｡18) 1943年 2月にタイ駐屯軍司令官として中 村明人中 将が赴任 し,工 事労働力の確保の任に
同列の徴用をすることは将来-の禍根となると説き, ビルマ,マラヤ,シンガポール,スマ ト
ラのrE滴 i地域住民から労務者を徴用するよう進言 したoこの間の事情について張未亡人が筆者
に語 ったところによると,張夫妻が 1961年の日本訪問の際に 旧友 中村将軍を 訪れ旧交を温め
た｡その時 のr再寸将軍の回顧談では ｢あの時タイ側のギセイ者が少なかった~.勘ま全 く張主席o)
努力によるもので した｣ と語 っている｡この談話から想像できる事実はプラ ･ブー ト･ナカム
ラ(仏の小 村司令官)とタイ語で称せ られたほどの中村将軍はその当時,張主席の進言に従った
らしいことである｡スキンナーも日本軍は東南アジア華南を酷使 したとしながらも,タイ華商
徴用については詳述 していないし,哲建罪も張はタイ華商の丑命を守 った恩人 と記 している｡20)
1943年後半になると,戦局は 日本軍側 に不利となりバ ンコクは空襲を受けた｡連合国に住む
タイ人の自由タイ運動は活発になり,雲南省昆 明を拠点 として客家系の熊均霊らがタイ北部-
の宣伝戦を展開 し,タイ国内で もプ リデ ィ摂政と若 仁の閣僚,政府高日がこれに呼応して抗 日
ゲ リラ戦の準備を した｡21) 申 総会 も部内の抗 日救国連合会という秘密結社を通 じて国府と連絡
し,また国内の自由タイ運動資金 7万5000バーツを密かに募金 していた｡バ ンコクでは従来非
合法出版 していた ｢真話 報｣(編集長 :邦丘,申共系) と ｢警報｣(国 府 系)の他に ｢泰華而






























































































北京政府-贈っている.1951年の 双十節祝賀の日に 中総会内部の 国共対立は遂に爆発 した｡























長官となってから,中国人取締りが激化 した｡ 就任後一年の問にパ オ長官は250名を越す中国
人を非合法活動の理由をもって検挙 した｡1952年11月タイ国会は非タイ活動防止法案を 3時間
たらずの審議で成立した｡そしてその第10条によってタイ共産党は非合法団体となった｡25)
この防1上法の成立直後に ｢全民報｣が,また1953年 1月に ｢南辰報｣が停刊となったが,こ
れらの停刊命令に先立って警察は1952年の華商街大火被災者に対する新聞社別の救援募金状況
を内偵し,その30%が中共系新聞社, 7%が 同府系新聞社-募金した 事実をつかんでいた｡26)
































たが,この商談に応じなかったという｡30) なお1956年に彼は 中国籍からタイ国蕃- 帰化した
が,中総会における地位には変更がなかった｡
1956年秋も再び台北を訪れた張主席は帰国後に北京政府から招待状を受け取った｡それは孫





















-コン酒業 (メコン酒造),源連泰,南華保険,天華医院,竜同会などを 相続し,次男の 張卓
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